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８-５ マクロ分析 

８-５-１ マクロ分析の流れ 

マクロ分析にあたっては災害ハザードと人口分布（500ｍメッシュ）の情報を重ね合わせ、それ

らの重なりを見て災害リスクの高いエリアがどこに存在するか分析します。 

本分析における災害リスクが高いエリアの定義は、「人口集中地区（DID）の設定基準単位であ

る人口密度40人／ha以上で、かつ災害ハザードが含まれるエリア」とします。なお、洪水浸水及び

津波浸水については、一般的に膝の高さとなり、避難が困難となる浸水深0.5ｍ以上のエリアとし

ます。 

マクロ分析は以下の流れで行います。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

図 マクロ分析の流れ 

災害ハザードの種類別の 

災害リスク分析 

複数の災害リスクの高い 

エリアが重複する 

エリアの抽出 

 

・洪水、内水、津波等の各種ハザードデータと人口分布

（500m メッシュ）を重ね合わせて災害リスクを分析しま

す。 

・各種災害リスクの分析により抽出された災害リスクの

あるエリアを重ね合わせ、複数の災害リスクが重複す

るエリアを抽出します。 

災害ハザード情報の整理 ・災害ハザード情報のデータの収集・整理を行います。 
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８-５-２ 災害ハザード別災害リスク分析 

 

  

①
-1

 洪
水

災
害

リ
ス

ク
（
計

画
規

模
） 

災
害

リ
ス
ク
が
高
い
エ
リ
ア
 

関
川

沿
い

の
有

田
区

、
高

田
区

及
び

新
道

区
(南

部
）に

お
い

て
人

口
密

度
が

 
高

く
か

つ
浸

水
深

0
.5

～
3

.0
m

未
満

の
エ

リ
ア

が
存

在
し

て
い

ま
す

。
 



８９ 
 

  
①

-2
 洪

水
災

害
リ

ス
ク

（
想

定
最

大
規

模
） 

災
害

リ
ス
ク
が
高
い
エ
リ
ア
 

計
画

規
模

で
抽

出
さ

れ
た

地
区

に
加

え
、
直

江
津

区
及

び
高

田
区

（
南

部
）
に

お
い

て
人

口
密

度
が

高
く

か
つ

浸
水

深
0

.5
m

～
3

.0
m

未
満

の
エ

リ
ア

が
存

在
し

て
い

ま
す

。
 


